
河南省

中
華
文
明
発
祥
の
地

古
代
王
朝
が
こ
の
地
に
都
置
く

河北省

清
王
朝
の
夏
の
離
宮

現
存
す
る
最
大
の
皇
室
御
苑

五
つ
の
テ
ー
マ
で
中
国
大
陸
を
見
る

中
国
駐
東
京

観
光
代
表
処

新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
提
案
特集第７弾　古文明

教育旅行の格好の素材に
明清時代の歴史物語る北

京
市

山西省

城
壁
に
囲
ま
れ
た
街

明
の
時
代
の
街
並
み
が
残
る

偉大な思想家に思い巡らす

孔子の故郷・曲阜山
東
省

山岳の景勝地・黄山も

古代農村の面影残す安
徽
省
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龍
門
石
窟

避暑山荘

中国大陸観光テーマ案内図

　
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処
は
、
中
国
大
陸
全
土
の
観
光
魅
力
を
「
癒
や
し
」
「
三
国
志
」
「
古
文
明
」
「
西
遊
記
」
「
大
自
然
」
と
い
う
五
つ

の
テ
ー
マ
で
日
本
の
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。今
回
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
、「
中
原
」と
呼
ば
れ
る
一
帯
を
中
心
に
展
開
す
る「
古
文
明
」

の
旅
を
紹
介
す
る
。
教
育
的
価
値
の
高
い
遺
産
が
多
く
、
教
育
旅
行
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
最
適
と
い
え
る
。

　
平
遥
古
城

　
孔
子
廟

明
清
２
代
の
皇
帝
の
宮
殿

「
故
宮
」

　
河
北
省
は
中
国
東
部
の
沿

海
部
に
あ
り
、
黄
河
の
北
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
名

が
付
い
た
。
北
京
市
、
天
津

市
と
い
う
二
つ
の
直
轄
市
を

挟
み
込
む
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
る
。

　
北
京
か
ら
北
東
へ
２
５
０

㌔
の
承
徳
市
に
は
、
清
王
朝

の
歴
代
皇
帝
が
夏
の
離
宮
と

し
て
造
営
し
た
避
暑
山
荘
が

あ
る
。
５
６
４
万
平
方
㍍
の

広
大
な
敷
地
内
に
１
１
０
余

の
建
物
が
あ
る
。
１
７
０
３

年
か
ら

年
の
歳
月
を
か
け

て
完
成
。
現
存
す
る
世
界
最

大
の
皇
室
御
苑
と
さ
れ
る
。

　
山
荘
の
東
と
北
を
取
り
巻

く
よ
う
に
並
ぶ
寺
廟
群
が
外

八
廟
。
１
７
１
３
年
か
ら
１

７
８
０
年
に
か
け
て
建
立
さ

れ
た
、
清
朝
が
尊
重
し
た
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の

の
寺
院
群

で
、
い
ず
れ
も
個
性
的
で
華

麗
な
建
物
。

　
こ
れ
ら
は
「
承
徳
の
避
暑

山
荘
と
外
八
廟
」
の
名
で
１

９
９
４
年
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
山
西
省
は
中
国
大
陸
東
部

の
内
陸
に
あ
り
、
北
に
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
、
南
に
河
南

省
な
ど
四
つ
の
省
・
自
治
区

と
接
す
る
。
西
の
陝
西
省
と

は
黄
河
が
境
界
線
を
な
し
て

い
る
。
古
い
城
壁
に
囲
ま
れ

た
平
遥
（
へ
い
よ
う
）
古
城

と
、
中
国
三
大
石
窟
の
一
つ

雲
崗
（
う
ん
こ
う
）
石
窟
、

中
国
四
大
仏
教
名
山
の
一
つ

五
台
山
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
い
る
。

　
平
遥
古
城
は
明
の
時
代
の


世
紀
に
建
て
ら
れ
た
城

壁
。
古
い
街
並
み
を
総
延
長

約
６
㌔
、
高
さ
約

㍍
の
壁

が
囲
ん
で
い
る
。
街
を
囲
む

城
壁
は
か
つ
て
中
国
各
地
で

見
ら
れ
た
が
、
今
は
ほ
と
ん

ど
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
城
壁
内
の
街
並
み

も
、
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
だ
。

　
雲
崗
石
窟
は
大
同
市
の
郊

外
、
山
（
武
周
山
）
の
断
崖

に
築
か
れ
た
東
西
約
１
㌔
の

石
窟
。
２
５
２
カ
所
の
洞
窟

に
大
小
約
５
万
体
の
仏
像
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
五
台
山
は
山
中
に

の
寺

院
が
分
布
す
る
仏
教
の
聖

地
。
塔
院
寺
の
境
内
に
建
つ

仏
舎
利
塔
の
大
白
塔
は
五
台

山
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ

て
い
る
。

　
山
東
省
は
中
国
の
沿
海

部
、
黄
河
の
下
流
に
位
置
。

渤
海
と
黄
海
に
山
東
半
島
が

突
き
出
し
、
そ
の
付
け
根
に

あ
る
青
島
は
ビ
ー
ル
の
生
産

で
有
名
だ
。
儒
教
の
創
始
者

孔
子
の
故
郷
で
知
ら
れ
る
曲

阜
（
き
ょ
く
ふ
）
は
孔
子
関

連
の
史
跡
が
あ
り
、
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
孔
子
関
連
の
史
跡
は
、
孔

子
と
そ
の
末
裔
を
ま
つ
っ
た

孔
子
廟
、そ
の
墓
所
の
孔
林
、

邸
宅
の
孔
府
で
、
三
つ
を
総

称
し
て
「
三
孔
」
と
い
う
。

ア
ジ
ア
に
は
２
千
以
上
の
孔

子
廟
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
古

く
、
典
型
的
な
形
式
を
有
す

る
と
い
う
。

　
山
東
省
の
も
う
一
つ
の
世

界
遺
産
「
泰
山
」
は
、
秦
の

始
皇
帝
や
前
漢
の
武
帝
ら
、

歴
代
の
皇
帝
が
天
地
を
ま
つ

る
儀
式
「
封
禅
」
を
行
っ
た

と
い
う
神
聖
な
山
だ
。
道
教

の
聖
地
で
、
同
様
に
聖
地
と

崇
め
ら
れ
る
恒
山
（
山
西

省
）
、
嵩
山
（
す
う
ざ
ん
、

河
南
省
）、華
山（
陝
西
省
）、

衡
山（
こ
う
ざ
ん
、湖
南
省
）

と
と
も
に
「
五
岳
」
と
称
さ

れ
る
が
、
五
つ
の
中
で
も
最

も
重
要
な
場
所
と
位
置
付
け

ら
れ
る
。
１
９
８
７
年
に
世

界
複
合
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。

　
河
南
省
は
中
国
東
部
の
内

陸
に
あ
り
、
省
土
の
ほ
と
ん

ど
が
黄
河
の
南
に
あ
る
こ
と

か
ら
そ
の
名
が
付
い
た
。
山

東
省
西
部
か
ら
河
南
省
、
陝

西
省
東
部
に
か
け
て
の
黄
河

中
下
流
域
の
平
原
は「
中
原
」

と
呼
ば
れ
る
中
華
文
明
発
祥

の
地
。
古
代
中
国
で
は
天
地

の
中
央
に
中
国
、
そ
の
さ
ら

に
中
央
に
中
原
が
位
置
付
け

ら
れ
、
歴
代
王
朝
の
多
く
が

こ
の
地
一
帯
に
都
を
置
い

た
。中
国
八
大
古
都（
北
京
、

南
京
、杭
州
、安
陽
、開
封
、

鄭
州
＝
て
い
し
ゅ
う
、洛
陽
、

西
安
）
の
う
ち
、
四
つ
（
安

陽
、
開
封
、
鄭
州
、
洛
陽
）

が
こ
こ
河
南
省
に
あ
る
。

　
中
国
最
初
の
王
朝
「
夏
」

か
ら
後
漢
、
魏
な
ど
、

の

王
朝
が
都
を
置
い
た
洛
陽
。

そ
の
都
と
し
て
の
歴
史
は
１

５
０
０
年
以
上
に
及
ぶ
。
市

の
郊
外
に
あ
る
龍
門
石
窟
は

甘
粛
省
敦
煌
の
莫
高
窟
（
ば

っ
こ
う
く
つ
）
、
山
西
省
大

同
の
雲
崗
石
窟
と
と
も
に
中

国
三
大
石
窟
の
一
つ
と
さ
れ

る
。
北
魏
時
代
か
ら
北
宋
時

代
の
お
よ
そ
４
０
０
年
に
わ

た
り
造
営
が
進
め
ら
れ
た
。

川
の
両
岸
の
山
肌
に
大
小
２

３
４
０
余
の
石
窟
、

余
の

仏
塔
、

万
余
の
造
像
が
あ

る
。
２
０
０
０
年
に
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
安
陽
市
に
あ
る
殷
墟
（
い

ん
き
ょ
）
は
、
紀
元
前
１
３

０
０
年
か
ら
同
１
０
４
６
年

の
殷
（
商
と
も
い
う
）
王
朝

後
期
の
遺
跡
。
亀
甲
や
動
物

の
骨
に
刻
ま
れ
た
古
代
文
字

「
甲
骨
文
」
が
、
こ
こ
で
発

見
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
６

年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
。

　
登
封
市
の
山
岳
地
帯
、
嵩

山
に
あ
る
、
漢
か
ら
清
の
時

代
に
建
て
ら
れ
た
８
カ
所


件
の
歴
史
的
建
築
群
は
、

「
『
天
地
之
中
』
歴
史
建
築

群
」
の
名
で
２
０
１
０
年
、

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。そ
の
う
ち
の
一
つ
、

少
林
寺
は
イ
ン
ド
の
高
僧
、

菩
提
達
磨
（
ダ
ル
マ
大
師
）

が
禅
宗
を
開
い
た
場
所
。
こ

こ
で
少
林
武
術
を
創
設
し
た

と
の
説
も
あ
る
。

　
宏
村

　
安
徽
省
は
中
国
東
部
の
内

陸
に
位
置
し
、東
に
江
蘇
省
、

北
に
山
東
省
、西
に
河
南
省
、

南
に
江
西
省
な
ど
、
六
つ
の

省
と
接
す
る
。
省
内
を
長
江

と
淮
河
と
い
う
二
つ
の
大
河

が
横
断
。
省
南
部
の
二
つ
の

古
村
落
、西
逓（
せ
い
て
い
）、

宏
村
（
こ
う
そ
ん
）
と
、
山

岳
の
景
勝
地
、
黄
山
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
西
逓
は
９
０
０
年
以
上
の

歴
史
が
あ
る
古
村
。
明
清
時

代
の
古
民
家
１
２
４
棟
が
あ

り
、
「
中
国
明
清
民
家
博
物

館
」
の
異
名
を
持
つ
。
宏
村

は
明
清
時
代
の
建
築
物
１
３

７
棟
が
現
存
。
と
も
に

世

紀
に
姿
を
消
し
た
り
、
形
を

変
え
た
り
し
た
中
国
古
代
農

村
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。

　
黄
山
は

の
峰
が
林
立
す

る
山
で
、岩
に
生
え
る
奇
松
、

雲
海
に
浮
き
出
る
怪
石
が
特

徴
。
水
墨
画
の
よ
う
な
景
色

と
称
さ
れ
る
。

　
北
京
市
は
中
華
人
民
共
和

国
の
首
都
で
、政
治
の
中
心
。

３
千
年
以
上
の
歴
史
を
持

ち
、
故
宮
、
天
壇
、
頤
和
園

（
い
わ
え
ん
）
と
多
く
の
世

界
遺
産
を
抱
え
る
。
２
０
０

８
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

を
契
機
に
、
国
際
都
市
と
し

て
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
て

い
る
。

　
故
宮
は
旧
称
を
紫
禁
城
と

い
い
、
明
清
２
代

人
の
皇

帝
の
宮
殿
だ
っ
た
。
１
４
０

６
年
か
ら

年
間
か
け
て
造

営
さ
れ
た
世
界
に
現
存
す
る

最
大
規
模
の
古
代
木
造
り
構

造
物
群
。

万
平
方
㍍
の
敷

地
に
９
８
０
の
建
物
、
約
９

千
の
部
屋
を
持
つ
。
１
９
８

７
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
。

　
天
壇
は
明
清
時
代
の
皇
帝

が
五
穀
豊
穣
を
願
い
祈
っ
た

祭
祀
の
場
。
１
４
２
０
年
の

創
建
で
、
中
国
に
現
存
す
る

最
大
の
祭
壇
建
造
物
。
１
９

９
８
年
、
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
。

　
頤
和
園
は
清
の
時
代
の
皇

帝
た
ち
の
離
宮
と
庭
園
。
約

２
９
０
万
平
方
㍍
の
広
大
な

敷
地
に
は
、
山
（
万
寿
山
）

や
湖
（
昆
明
湖
）
で
構
成
す

る
庭
園
が
整
備
さ
れ
る
。
承

徳（
河
北
省
）の
避
暑
山
庄
、

蘇
州
（
江
蘇
省
）
の
拙
政
園

と
留
園
と
と
も
に
中
国
四
大

名
園
の
一
つ
。１
９
９
８
年
、

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
。

　
中
華
民
族
の
シ
ン
ボ
ル
と

呼
ば
れ
る
万
里
の
長
城
。
長

大
な
長
城
の
中
で
、
北
京
市

中
心
か
ら

㌔
の
郊
外
に
あ

る
八
達
嶺
長
城
は
、
そ
の
代

表
的
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
明
の
時
代
の
建
立
で
、

１
９
８
７
年
、
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
。

　
こ
れ
ら
の
教
育
的
価
値
の

高
い
遺
産
群
ほ
か
、
近
代
的

な
街
並
み
の
見
学
、
太
極
拳

や
書
道
な
ど
中
国
文
化
に
触

れ
る
体
験
な
ど
、
教
育
旅
行
向
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。




